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市
で
は
、
平
成
25
年
３
月
に
策
定

し
た
「
舞
鶴
市
健
康
増
進
計
画
」
に

基
づ
き
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健

康
づ
く
り
」
や
「
運
動
を
中
心
と
し

た
健
康
づ
く
り
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
介
護
予
防
事
業
で
は
、

50
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
た
「
生

き
生
き
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
市
内
５

か
所
の
公
民
館
で
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
高
齢
者
が
集
う
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
へ
運
動
指
導
員
を
派
遣
し
体
操
を

行
う
「
サ
ロ
ンde
す
と
れ
っ
ち
」

事
業
を
展
開
。

　

ま
た
、
40
歳
以
上
の
壮
年
期
の

人
に
は
、
特
定
健
康
診
査
の
受
診
者

を
対
象
に
メ
タ
ボ
（
※
１
）
改
善

の
た
め
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
実
践
教

室
」
の
実
施
や
若
い
世
代
か
ら
運
動

習
慣
の
定
着
を
図
る
た
め
、
舞
鶴
高

専
と
共
同
・
連
携
し
、
歩
数
や
カ
ロ

リ
ー
消
費
な
ど
が
測
定
で
き
る
ウ
エ

ア
ラ
ブ
ル
携
帯
端
末
（
※
２
）
を
活

用
し
た
「
運
動
を
習
慣
化
」
す
る
取

り
組
み
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
年
代
や
目
的
、
地
域
の

状
況
に
応
じ
た
運
動
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
の
維

持
・
増
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

安
心
の
地
域
医
療

平
成
28
年
７
月
に
舞
鶴
医
療
セ
ン

タ
ー
の
新
病
棟
が
完
成
し
、
新
た
な

計
画
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
中
丹

地
域
医
療
再
生
計
画
」
の
施
設
面
の

整
備
は
完
了
し
ま
し
た
。

今
後
は
「
選
択
と
集
中
」、「
分
担

と
連
携
」
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

市
内
公
的
３
病
院
（
舞
鶴
医
療
セ
ン

タ
ー
、
舞
鶴
共
済
病
院
、
舞
鶴
赤
十

字
病
院
）
の
診
療
機
能
の
セ
ン
タ
ー

化
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
病
院
も
含
め
た
４
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健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　
誰
も
が
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
。
こ
れ
は
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
み
で
実
現
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、
病
気
の
予
防
や
健
康
の
維
持
・
増
進
な
ど
を
地
域
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
が
必
要
で
す
。
シ
リ
ー
ズ
市

政
の
「
今
」。
第
37
回
は
、
地
域
医
療
と
地
域
福
祉
の
充
実
で
、「
市
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

病
院
の
連
携
強
化
で
「
あ
た
か
も

一
つ
の
総
合
病
院
」
の
よ
う
に
地

域
の
医
療
を
機
能
さ
せ
、
さ
ら
に

府
北
部
圏
域
の
公
的
病
院
と
の
連

携
も
進
め
、
地
域
完
結
型
の
医
療

を
目
指
し
ま
す
。

加
え
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
適
切
な
医
療
の

提
供
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
在
宅
医

療
と
の
連
携
も
図
り
、
急
性
期
・

回
復
期
・
慢
性
期
の
継
ぎ
目
の
な

い
医
療
提
供
体
制
の
構
築
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

救
急
患
者
の
受
け
入
れ
体
制
を
確
保

　

本
市
の
休
日
の
救
急
・
急
病
医
療

体
制
は
、
公
的
３
病
院
の
協
力
を
得

て
輪
番
体
制
（
内
科
・
外
科
・
小
児

科
）
で
患
者
の
受
け
入
れ
体
制
を
確

保
し
て
い
ま
す
。
こ
の
輪
番
体
制
で

は
、
入
院
や
手
術
が
必
要
な
重
度
の

病
気
や
け
が
を
対
象
と
す
る
二
次
救

急
医
療
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
輪
番
日
以
外
の
平
日
夜
間

な
ど
の
救
急
医
療
体
制
の
維
持
を
図

る
た
め
、
公
的
３
病
院
へ
の
支
援
を

今
年
度
か
ら
新
た
に
開
始
し
ま
し
た
。

休
日
急
病
診
療
所
の
拡
充

本
市
の
休
日
の
救
急
医
療
体
制
の

う
ち
、
内
科
の
急
病
患
者
で
比
較
的

軽
度
な
病
状
の
人
を
対
象
と
し
た
一

次
救
急
医
療
を
担
う
「
舞
鶴
市
休
日

急
病
診
療
所
」
を
、
舞
鶴
医
師
会
の

協
力
を
得
て
昨
年
10
月
に
開
設
。
平

成
28
年
６
月
か
ら
は
、
月
３
回
（
第

２
・
３
・
４
日
曜
日
）
の
診
療
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
診
療
日
の
拡
充
に

努
め
る
と
と
も
に
、
輪
番
病
院
と

の
連
携
で
救
急
医
療
体
制
の
充
実

を
図
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・

安
心
な
地
域
医
療
を
守
っ
て
い
き

ま
す
。

　

要
介
護
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支

え
る
た
め
、
日
中
・
夜
間
を
通
じ

て
、
訪
問
介
護
と
看
護
の
両
方
を
提

供
し
、
定
期
訪
問
と
随
時
の
対
応
を

行
う
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護
事
業
所
が
市
内
で
初
め
て

12
月
か
ら
事
業
を
開
始
。
こ
の
サ
ー

ビ
ス
は
、
要
介
護
1
〜
5
の
人
が
利

用
可
能
で
、
介
護
福
祉
士
ま
た
は
訪

問
介
護
員
な
ど
が
定
期
的
に
利
用
者

の
居
宅
を
巡
回
。
入
浴
・
排
泄
・
食

事
な
ど
の
日
常
生
活
上
の
補
助
と
併

せ
、
利
用
者
や
家
族
な
ど
か
ら
の
連

絡
を
受
け
、
随
時
、
相
談
や
訪
問
な

ど
の
対
応
も
行
う
も
の
で
す
。
ま
た
、

看
護
師
な
ど
が
訪
問
し
、
療
養
上
の

世
話
や
必
要
な
診
療
の
補
助
を
行
う

な
ど
、
一
つ
の
事
業
所
が
訪
問
介
護

と
訪
問
看
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的

に
提
供
し
ま
す
。

　

市
で
は
平
成
27
年
〜
29
年
度
を
計

画
期
間
と
し
た
「
第
６
期
介
護
保
険

▲チャレンジ実践教室「パワーヨガ」で
若々しく元気に

そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
応
じ
た

健
康
サ
ポ
ー
ト

事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
介
護
が
必
要
と
な
る
人

が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
医
療
・
介

護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
の

５
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
、
中
学
校
区
別

に
７
つ
の
地
域
で
一
体
的
に
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
実
現
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
現
在
、
急
務
と
な
っ

て
い
る
認
知
症
対
策
で
は
、
認
知
症

の
初
期
段
階
か
ら
ケ
ア
に
つ
な
げ
る

「
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
に
よ
る
相

談
体
制
の
充
実
、
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
が
気
軽
に
集
ま
り
交
流
や
認

知
症
予
防
の
た
め
の
活
動
を
行
う「
認

知
症
カ
フ
ェ
」
の
提
供
、
徘
徊
高
齢

者
の
行
方
不
明
を
防
ぐ
た
め
の
身
元

判
明
グ
ッ
ズ
の
配
布
や
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
で
の
迅
速
な
探
索
が
可
能

と
な
る
事
前
登
録
制
度
を
充
実
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
自

分
ら
し
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
認
知
症

の
人
を
支
え
る
家
族
・
地
域
の
人
た

ち
が
安
心
し
て
介
護
が
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
生
活
を

▲認知症カフェでの交流

▲ウエアラブル携帯端末

24
時
間
対
応

訪
問
介
護
・
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト

定期巡回型訪問

定期巡回型訪問

訪問介護と訪問看護が一体
的または密接に連携しなが
ら、定期巡回型訪問を行う。

利用者からの通報により、電
話やICT機器などによる応対・
訪問などの随時対応を行う。

《定期巡回・随時対応サービスのイメージ》

随時対応通　報

※１メタボ…メタボリックシンドロームの略。内臓肥満に高血圧・高血糖・脂質代謝異常が組み合わさり、
心臓病や脳卒中などの動脈硬化性疾患を招きやすい病態

※２ウエアラブル携帯端末…身に付けて持ち歩くことができる情報端末

舞鶴共済病院

舞鶴市民病院

連携

脳卒中センター、周産期サブセンター 循環器センター

療養病床 リハビリテーションセンター

連携

舞鶴赤十字病院

連携

舞鶴医療センター

「あたかも一つの総合病院」として高度医療を提供

地域医療
連携
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